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未来に向かい　　躍進する年に

大更小学校

　矢
や は ば

幅 隼
は や と

人 君

　
僕
の
将
来
の
夢
は
、
看
護
士
で
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、け
が
を
し
た
人
や
病
気
の
人
な
ど
、

人
を
助
け
ら
れ
る
仕
事
に
就
き
た
い
か
ら
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
今
は
人
と
の
接
し
方
に
気
を

付
け
、
ふ
わ
ふ
わ
言
葉（
※
）を
使
い
、
み
ん
な

に
声
を
掛
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
６

年
生
は
、
小
学
校
の
最
高
学
年
な
の
で
、
全
員

に
声
を
掛
け
る
つ
も
り
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

人
と
の
接
し
方
に
気
を
付
け
る

田頭小学校

遠
えんどう

藤 愛
ま な み

美 さん

　
私
は
、
将
来
、
農
業
の
仕
事
を
や
っ
て
み
た

い
で
す
。

　
近
所
の
家
の
農
作
業
を
手
伝
っ
た
り
、
学
校

で
コ
メ
作
り
を
体
験
し
た
り
し
た
こ
と
で
、
農

家
の
方
々
の
苦
労
も
感
じ
ま
し
た
が
、
自
分
で

作
る
こ
と
の
喜
び
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
で
作
っ
た
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が
夢

で
す
。 農

作
物
を
作
る
喜
び
を
感
じ
て

　
平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
市
建
設
計
画
の
大
き
な

柱
の
一
つ
で
あ
る
新
庁
舎
建
設
事
業
が

完
了
し
、
つ
つ
が
な
く
業
務
を
開
始
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
庁
舎
の
開

庁
を
機
会
に
、
今
後
も
市
の
将
来
像
で

あ
る「
農み

の
り
と
輝ひ

か
り
の
大
地
」の
実
現
に
向

け
、
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
と
し
９
月
１
日
に
市
制

施
行
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目

を
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
祝
い
、
市

の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
と
し
は
、
希
望
郷
い

わ
て
国
体
開
催
ま
で
１
年
を
切
る
重
要

な
年
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
と
同
様
、

国
体
成
功
に
向
け
た
準
備
に
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
を
迎
え
た
今
号
で
は
、

ひ
つ
じ
年
生
ま
れ
の
市
内
の
小
学
生
か

ら
、
将
来
の
夢
や
こ
と
し
の
抱
負
を
聞

き
ま
し
た
。
行
政
と
し
ま
し
て
も
、
市

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
教
育

な
ど
の
環
境
づ
く
り
に
一
層
力
を
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
。

平笠小学校

　千
ち ば

葉 青
あお

 君

　
こ
と
し
は
、小
学
校
生
活
最
後
の
年
な
の
で
、

心
に
残
る
１
年
間
に
し
た
い
で
す
。

　
最
高
学
年
と
し
て
、
全
校
を
引
っ
張
っ
て
い

き
、
運
動
会
な
ど
の
行
事
を
み
ん
な
が
笑
顔
で

成
功
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
と

び
箱
の
８
段
を
跳
ぶ
こ
と
や
サ
ッ
カ
ー
の
無
回

転
シ
ュ
ー
ト
の
練
習
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

充
実
し
た
１
年
を
過
ご
し
た
い

平舘小学校

　髙
たかはし

橋 葵
あおい

 君

　
僕
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
の
テ
ニ
ス
プ
レ
イ

ヤ
ー
で
す
。

　
僕
は
、
今
テ
ニ
ス
を
習
っ
て
い
て
、
強
く
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
舞
台
で
活

躍
す
る
錦
織
圭
選
手
の
よ
う
に
強
い
ボ
ー
ル
を

打
っ
て
、
相
手
を
倒
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
冬
休
み
の
間
も
い
っ
ぱ

い
練
習
を
し
た
い
で
す
。

テ
ニ
ス
強
く
な
る
た
め
練
習
を

※ふわふわ言葉…優しい言葉、思いやりのある言葉のこと

八幡平市長
　田村 正彦

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

平成26年を
振り返る
　平成26年に起こった
市に関係する主な出来事
を、広報はちまんたいに
掲載された内容で振り返
ります。

１
月
15
日
＝
２
０
１
６
希
望
郷
い

わ
て
国
体
で
、
本
市
が
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会
の
会
場
に
決
定

２
月
12
・
18
・
20
日
＝
ソ
チ
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
４
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
複
合
日
本
代
表
と
し

て
、
田
山
出
身
の
永
井
秀
昭
さ
ん

が
出
場
。
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
団
体
で
５

位
入
賞

４
月
１
日
＝
▼
西
根
病
院
の
小
児

科
に
塩
畑
健
医
師
が
着
任
▼
市
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
、
中
村
明
子

さ
ん
、
松
本
篤
英
さ
ん
、
今
川
友

美
さ
ん
が
着
任

永井選手の活躍に市が沸きました
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未来に向かい　　躍進する年に

松野小学校

　高
たかはし

橋 謙
けんしん

心 君

　
僕
は
、
今
５
年
生
の
学
級
委
員
長
で
す
。
僕

た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
け
ん
か
が
多
い
け
れ
ど
、

元
気
な
ク
ラ
ス
で
、
寒
い
時
も
、
み
ん
な
外
で

サ
ッ
カ
ー
な
ど
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
最
高
学
年
に
な
り
ま
す
。
僕
は

野
球
を
し
て
い
る
の
で
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
ち

た
い
し
、
み
ん
な
で
仲
良
く
し
、
良
い
こ
と
を

ど
ん
ど
ん
伸
ば
せ
る
学
校
に
し
た
い
で
す
。

良
い
こ
と
を
伸
ば
せ
る
学
校
に

安代小学校

立
たちばな

花 木
こ の は

乃葉 さん

　
私
が
今
年
頑
張
り
た
い
こ
と
は
、
マ
ー
チ
ン

グ
で
す
。
み
ん
な
に
頼
っ
て
も
ら
え
る
ド
ラ
ム

メ
ジ
ャ
ー
を
目
指
し
て
、
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
の
将
来
の
夢
は
、
保
育
園
の
先

生
に
な
る
こ
と
で
す
。
夢
が
か
な
っ
た
ら
、
小

さ
い
子
に
優
し
く
で
き
る
、
し
っ
か
り
と
し
た

先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

優
し
い
保
育
士
に
な
り
た
い
な

寺田小学校

小
お の で ら

野寺 未
み さ

紗 さん

　
私
の
夢
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
る
こ

と
で
す
。

　
い
つ
か
被
災
地
の
方
を
元
気
づ
け
る
よ
う
に

被
災
地
に
関
す
る
本
に
絵
を
付
け
た
い
で
す
。

ま
た
、
歌
も
好
き
な
の
で
、
歌
に
イ
ラ
ス
ト
を

付
け
て
、
動
画
に
し
て
み
た
い
で
す
。
こ
と
し

は
６
年
生
に
な
る
の
で
、
低
学
年
の
お
世
話
な

ど
に
も
力
を
入
れ
た
い
で
す
。

被
災
地
の
方
を
元
気
づ
け
た
い

柏台小学校

小
こばやし

林 沙
さ ら

空 さん

　
私
は
、
将
来
ク
レ
ー
プ
屋
さ
ん
に
な
り
た
い

で
す
。

　
理
由
は
、
自
分
の
お
店
を
持
ち
、
新
し
い
ク

レ
ー
プ
や
ア
レ
ン
ジ
し
た
ク
レ
ー
プ
を
考
え

て
、み
ん
な
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
み
ん
な
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
ら
、最
高
で
す
。こ
の
夢
が
実
現
で
き
た
ら
、

う
れ
し
い
な
！

み
ん
な
の
笑
顔
を
見
て
み
た
い

寄木小学校

岡
おかいし

石 陽
は る な

奈 さん

　
私
の
夢
は
、
漫
画
家
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き

で
、
２
年
生
の
こ
ろ
に
初
め
て
漫
画
を
読
ん
だ

時
か
ら
、
私
も
こ
の
職
業
に
就
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
は
、
夢
を
か
な
え
る
た
め
、
人
物
を
観
察

し
、
毎
日
絵
を
描
く
よ
う
に
し
て
い
て
、
と
て

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

夢
を
目
指
し
、
毎
日
絵
を
描
く

田山小学校

成
な り た

田 健
け ん た

太 君

　
僕
の
将
来
の
夢
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に

な
る
こ
と
で
す
。

　
僕
は
、
永
井
秀
昭
さ
ん
や
三
ケ
田
礼
一
さ
ん

の
よ
う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
に
な
っ
て
、

田
山
、
岩
手
、
日
本
、
世
界
に
勇
気
と
希
望
を

た
く
さ
ん
与
え
て
、
世
界
の
人
々
を
元
気
に
し

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ

ダ
ル
を
取
り
、
田
山
に
戻
っ
て
き
た
い
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を

４
月
27
日
＝
市
議
会
議
員
選
挙
を

執
行
。投
票
所
を
15
カ
所
に
再
編
、

定
数
２
減
の
22
議
席
と
な
っ
て
初

の
選
挙

５
月
１
日
＝
西
根
病
院
長
に
瀧
山

郁
雄
医
師
、
副
院
長
に
星
川
浩
一

医
師
が
就
任

５
月
13
日
＝
市
議
会
議
長
に
工
藤

直
道
氏
、
副
議
長
に
伊
藤
一
彦
氏

を
選
出

７
月
１
日
＝
▼
西
根
病
院
の
外
科

医
長
に
佐
々
木
喜
子
医
師
が
着
任

▼
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
渡
辺

る
み
さ
ん
が
着
任

８
月
29・
30
日
＝
本
市
、滝
沢
市
、

雫
石
町
の
３
市
町
で
県
総
合
防
災

訓
練
を
実
施

９
月
26
日
＝
希
望
郷
い
わ
て
国
体

の
市
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が「
き

そ
え　
つ
ど
え　
か
が
や
け　
農み

の
り

と
輝ひ
か
りの

大
地
で
」に
決
定

11
月
25
日
＝
市
役
所
新
庁
舎
が
開

庁
。
新
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始

12
月
14
日
＝
第
47
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
を
執
行（
関
連
６
㌻
）

12
月
25
日
＝
西
根
バ
イ
パ
ス
が
全

線
開
通
。
平
舘
橋
の
使
用
を
開
始

（
関
連
５
㌻
）

くす玉割りで新庁舎
開庁を祝いました
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宮
中
で
催
さ
れ
る
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
に

松
浦
博
幸
氏
が
精
粟
を
献
上

　
平
成
26
年
度
新
嘗
祭
献
穀
献
納
式
が
10

月
22
日
、
皇
居
の
賢
所
参
集
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
に
は
、
松
浦
博
幸
氏（
76
）＝

堀
切
、
前
市
議
会
議
員
＝
が
岩
手
県
代
表

と
し
て
夫
婦
で
出
席
。
天
皇
陛
下
に
精
粟

５
合（
０
・
９
㍑
）を
献
納
し
ま
し
た
。

　
松
浦
氏
は
、
農
業
者
と
し
て
米
や
粟
の

栽
培
経
験
が
長
く
、
良
質
な
農
産
物
の
生

産
に
励
ん
で
い
る
こ
と
、
市
議
会
議
員
当

時
、
地
域
農
業
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

た
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、
県
代
表

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
嘗
祭
と
は
…
毎
年
11
月
23
日
の
勤

労
感
謝
の
日
に
、
天
皇
陛
下
が
皇
居
内

の
神し
ん
か
で
ん

嘉
殿
で
五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣を
神
に
感
謝

す
る
宮
中
祭さ
い
し祀

で
す
。

　
そ
れ
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
献
穀

献
納
式
は
、
新
嘗
祭
で
使
用
す
る
米
と

粟
を
、
各
都
道
府
県
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１

人
ず
つ
選
ば
れ
た
農
家
が
、
天
皇
陛
下

に
直
接
献
納
す
る
行
事
で
す
。

西根中学校の支援活動に
小さな親切実行章を贈呈

表
彰

長
）か
ら
、西
根
中
学
校
に
同
実
行

章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

学校を代表して小さな親切実行章を
伝達される佐藤玲香さん

　山口サキさんの長寿祝い金贈
呈式が12月17日、介護老人保健
施設岩鷲苑で開かれ、同苑の入
所者や家族などが参加しました。
　サキさんは、80歳過ぎまで農
家を営みながら、5人の子ども
を育て上げました。長寿の秘け
つについて家族や同苑職員は、

「毎日３食しっかりと食べるこ
と」と、教えてくれました。

山口 サキ さん
大正３年12月10日生まれ　＝山道＝

100
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
県
本
部

（
代
表
・
高
橋
真
裕
岩
手
銀
行
会

　
こ
の
実
行
章
は
、
同
校
が

３
年
間
、
大
槌
町
を
中
心
に

続
け
て
い
る
被
災
地
支
援
活

動
が
認
め
ら
れ
、
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
伝
達
式
は
12
月
９
日
、
同

校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
実
行

章
を
受
け
取
っ
た
３
学
年
委

員
長
の
佐
藤
玲
香
さ
ん
は
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
復
興

に
関
わ
れ
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」と
、感
謝
の
気

持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

精粟を献上した松浦博幸氏と
妻の見代子さん

受
賞
フ
ァ
イ
ル（
敬
称
略
）

◎
第
９
回
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会（
関
連
13
㌻
）

■
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者　
高
橋
菊
四

郎（
下
町
老
人
ク
ラ
ブ
）、三
浦
清（
大
石
平
老
人

ク
ラ
ブ
）、遠
藤
サ
ダ（
舘
腰
老
人
ク
ラ
ブ
）、高

橋
庄
太
郎（
上
平
笠
老
人
ク
ラ
ブ
）、
遠
藤
道
則

（
間
羽
松
老
人
ク
ラ
ブ
）、山
口
力
男（
山
道
老
人

ク
ラ
ブ
）、
髙
橋
新
一
郎（
時
森
老
人
ク
ラ
ブ
）

■
会
員
増
強
表
彰　
駅
前
二
区
老
人
ク
ラ
ブ

（
４
人
増
員
）、下
町
老
人
ク
ラ
ブ（
新
規
会
員
６

人
加
入
）、
両
沼
老
人
ク
ラ
ブ（
会
員
３
人
増

員
）、大
東
老
人
ク
ラ
ブ（
会
員
３
人
増
員
）、寿

老
人
ク
ラ
ブ（
新
規
会
員
５
人
加
入
）、
松
川
老

人
ク
ラ
ブ（
新
規
会
員
５
人
加
入
、会
員
４
人
増

員
）
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八幡平消防署安代出張所に
高規格救急車が配備される

　
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合

八
幡
平
消
防
署
安
代
出
張
所

に
、
一
般
財
団
法
人
日
本
損

害
保
険
協
会
か
ら
高
規
格
救

急
自
動
車
が
寄
贈
さ
れ
、
12

月
５
日
か
ら
運
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
11
月
21
日
に
同
出
張
所
で

行
わ
れ
た
受
納
式
で
は
、
同

協
会
か
ら
目
録
と
レ
プ
リ
カ

キ
ー
が
贈
呈
さ
れ
、
車
両
の

展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
救
急
車
に
は
、
同
消

防
組
合
初
の
軽
量
コ
ン
パ
ク

ト
型
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）、自
動
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
器
、
油
圧

救
助
器
具
な
ど
、

最
新
型
の
医
療
機

器
や
資
機
材
を
搭

載
。
高
度
な
救
命

活
動
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
で
あ
る

「
盛
岡
」表
示
の
救

急
車
と
し
て
も
、

同
消
防
組
合
で
は

初
採
用
と
な
り
ま

し
た
。

香
典
返
し

西
根
バ
イ
パ
ス
が
12
月
25
日
開
通

国
道
２
８
２
号
の
利
便
性
が
向
上

　
一
般
国
道
２
８
２
号
西
根
バ

イ
パ
ス
平
舘
工
区
の
開
通
式
が

12
月
25
日
、
平
舘
地
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
開
通
式
に
は
、
田
村
正
彦
市

長
や
関
係
者
ら
約
80
人
が
出

席
。
杉
原
永
康
盛
岡
広
域
振
興

局
長
が「
国
道
２
８
２
号
は
、北

東
北
３
県
の
交
流
を
支
え
る
重

要
な
道
路
。
土
地
を
提
供
い
た

だ
い
た
地
権
者
の
皆
さ
ん
に
感

謝
申
し
上
げ
た
い
」と
、あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
来
賓

の
祝
辞
や
代
表
者
ら
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
開
通
を
祝
福
。
閉
式

後
、
式
典
会
場
か
ら
市
総
合
運

動
公
園
前
ま
で
の
新
道
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　
国
道
２
８
２
号
西
根
バ
イ
パ

ス
は
、
総
工
費
約
90
億
円
。
平

成
６
年
度
に
事
業
着
手
後
、
24

年
３
月
16
日
に
は
、
市
総
合
運

動
公
園
前
ま
で
が
開
通
し
、
今

回
の
平
舘
工
区
開
通
で
全
線
開

通
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
、
国
道
２
８
２

号
か
ら
堀
切
方
面
へ
向
か
う
市

道
の
赤
川
部
分
に
架
け
ら
れ
た

「
平
舘
橋
」の
使
用
も
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

安代出張所に寄贈された高規格救急自動車

　
12
月
10
日
、
市
教
育
委
員
会
の
初

代
委
員
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
な
ど
と
し

て
も
ご
活
躍
さ
れ
た
故
瀬
川
清
悦
さ

ん
の
妻
・
愛
子
さ
ん（
駅
前
二
区
）か

西根バイパスの開通を祝い、代表者らがテープカット
県道路パトロール車を先頭
に新道をパレード

表　国道282号旧道と新道の
　　主な違い

旧道 新道
総延長 8.4㌔ 8.9㌔
車道幅員 2.75㍍ 3.25㍍
信号機 ８基 ３基
踏切 １カ所 なし
走行時間 約15分 約９分

西根バイパスの開通と同時に
平舘橋も使用開始

ら
、「
香
典
返
し
に
代
え
て
、市
の
発

展
の
た
め
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
」

と
、
１
０
０
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ご
厚
志
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

故
瀬
川
清
悦
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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第
47
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
執
行

　

市
の
投
票
率
は
52
・
46
％

　
第
47
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
11
月
21

日
の
衆
議
院
解
散
に
伴
い
、
12
月
２
日
に
公

示
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手
県
第
２
区
か
ら
は
、

３
人
が
立
候
補
。12
日
間
の
選
挙
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　
投
票
日
の
12
月
14
日
は
、
午
前
７
時
か
ら

投
票
が
開
始
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
そ

れ
ぞ
れ
一
票
を
投
じ
ま
し
た
。
投
票
は
、
午

後
６
時
で
締
め
切
ら
れ
、
午
後
８
時
か
ら
西

根
地
区
体
育
館
で
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
票
の
結
果
、
岩
手
県
第
２
区
で
は
、
鈴

木
俊
一
氏
が
７
万
３
６
６
１
票（
う
ち
八
幡

平
市
で
の
得
票
数
は
６
３
２
５
票
）を
獲
得

し
、
当
選
し
ま
し
た
。

　
選
挙
当
日
の
市
の
有
権
者
数
は
、
小
選
挙

区
と
比
例
代
表
が
２
万
３
７
２
０
人（
男
１

万
１
３
４
５
人
、女
１
万
２
３
７
５
人
）、国

民
審
査
が
２
万
３
７
０
９
人（
男
１
万
１
３

４
０
人
、
女
１
万
２
３
６
９
人
）で
し
た
。

　
投
票
者
数
は
、
小
選
挙
区
が
１
万
２
４
４

３
人（
男
６
２
２
１
人
、
女
６
２
２
２
人
）、

比
例
代
表
が
１
万
２
４
４
４
人（
男
６
２
２

１
人
、女
６
２
２
３
人
）、国
民
審
査
が
１
万

２
１
７
２
人（
男
６
０
８
６
人
、女
６
０
８
６

人
）と
な
り
ま
し
た
。

　

投
票
率
は
、
小
選
挙
区
と
比
例
代
表
が

52
・
46
％【
男
54
・
83
％
、
女
50
・
28
％　

（
小
選
挙
区
）、
男
54
・
83
％
、
女
50
・
29
％

（
比
例
代
表
）】、
国
民
審
査
が
51
・
34
％（
男

53
・
67
％
、
女
49
・
20
％
）で
し
た
。

　
24
年
12
月
16
日
に
執
行
さ
れ
た
第
46
回
衆

議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
率（
小
選
挙
区
、比

例
代
表
と
も
に
60
・
57
％
）と
比
較
す
る
と
、

今
回
は
、
８
・
11
㌽
低
下
し
ま
し
た
。

小選挙区選挙八幡平市開票結果
※届出順に記載

候補者氏名 得票数

畑　浩治 4,851

久保　幸男 1,057

鈴木　俊一 6,325

比例代表選挙八幡平市開票結果
※届出順に記載

政党名 得票数

維新の党 813

生活の党 2,365

公明党 879

日本共産党 1,317

民主党 1,977

幸福実現党 59

自由民主党 4,114

次世代の党 108

社会民主党 281
※最高裁判所裁判官国民審査は、全員が
罷免されない結果になりました。

小選挙区投票結果
当日の有権者数 投票者数 投票率

男 11,345 6,221 54.83
女 12,375 6,222 50.28
計 23,720 12,443 52.46

比例代表投票結果
当日の有権者数 投票者数 投票率

男 11,345 6,221 54.83
女 12,375 6,223 50.29
計 23,720 12,444 52.46

国民審査投票結果
当日の有権者数 投票者数 投票率

男 11,340 6,086 53.67
女 12,369 6,086 49.20
計 23,709 12,172 51.34

　
衆
議
院
の
解
散
に
伴
う
第
47
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
、

12
月
14
日
に
執
行
さ
れ
、
市
内
15
カ
所
の
投
票
所
で
、
小
選

挙
区
選
挙
と
比
例
代
表
選
挙
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
即
日
開
票
の
結
果
、
岩
手
県

第
２
区
で
は
、
鈴
木
俊
一
氏（
自
民・前
）が
、
７
万
３
６
６
１

票
を
獲
得
し
、
当
選
し
ま
し
た
。
市
の
投
票
率
は
、
小
選
挙

区
と
比
例
代
表
が
52
・
46
％
、国
民
審
査
が
51
・
34
％
で
し
た
。

各選挙の投票数結果
小選挙区 比例代表 国民審査

有効 12,233 11,913 11,763
無効 210 531 408
計 12,443 12,444 12,171

※国民審査は「不受理、持ち帰り」が１票ありました。

新庁舎隣の多目的ホールで初の投票が
行われました（12月７日、期日前投票）
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各課からのHOT LINE

　市は、平成27年度臨時職員の登録者を募集して
います。
■募集職種と主な業務
▶事務補助員＝事務全般（補助的なもの）
▶労務作業員＝用務員（施設用務員、学校用務員）、
清掃員、運転手など
▶牧野看視人＝市営牧野の看視、管理など
▶保育士＝保育所での保育業務
▶調理補助員＝保育所での調理補助
▶除雪作業運転手＝除雪車両の運転
▶看護師＝西根病院での看護業務
▶病院窓口事務等補助員＝西根病院での外来補助
業務
■応募資格　27年４月１日現在、18歳以上の人で、
健康な人
　なお、次に示す資格・経験のある人は、優遇の

対象になります。ただし、除雪作業運転手、看護
師については、有資格者のみ募集します。
▶労務作業員＝普通自動車免許
▶牧野看視人＝大型特殊免許、家畜人工授精師
▶保育士＝保育士免許・幼稚園教諭免許
▶調理補助員＝調理師免許
▶除雪作業運転手＝大型特殊免許、車両系建設機
械技能講習修了【必須】
▶看護師＝看護師（准看護師）免許【必須】
▶病院窓口事務等補助員＝病院勤務経験者
■雇用期間・形態　臨時職員６カ月以内。勤務日、
勤務時間などは職種によって異なります。
■応募方法　市役所本庁２階総務課、各総合支所
地域振興課で配付する履歴書に必要事項を記入し
て、総務課へ提出してください（郵送可）。
■申込期限　２月４日㈬　※当日消印有効

ません。
　詳しくは、市国保の加入者は上記担当、その他
の健康保険の加入者は、それぞれの保険者まで。
◎医療保健と介護保険で高額の負担があった場合
　市は、１年間の医療保険と介護保険の両制度の
自己負担額を合計し、基準を超えた金額を支給し
ます（高額医療・高額介護合算療養費制度）。これ
は、医療保険と介護保険の両方の自己負担がある
世帯の負担軽減を図るために行うものです。対象
者には、申請書をお送りします。
■支給要件　26年７月31日現在加入している医療
保険の世帯単位で、25年８月から26年７月までの
間に医療保険と介護保険の両方の自己負担額が基
準額を超えている世帯
■算定基準額（26年７月31日現在で国民健康保険や
後期高齢者医療と、介護保険の自己負担合算限度額）

所 得 区 分 69歳以下 70歳以上
上位所得者世帯 126万円 67万円
一般世帯 67万円 56万円
住民税非課税世帯 34万円 31万円
住民税非課税世帯のう
ち、世帯員の合計所得
が一定基準以下の世帯

34万円 19万円

１月から高額療養費の
自己負担限度額を変更 ●詳しくは

　市役所市民課国保年金係（☎・内線1070～1074）

◎１月から自己負担限度額が変わりました
　70歳未満の人の高額療養費の自己負担限度額
が、１月から下表の区分に変更となりました。

　変更後は、所得要件が細分化され、これまでよ
り、所得に応じた負担軽減が行われます。また、
市国民健康保険の加入者で、平成26年12月31日が
期限の限度額認定証を持っていた人には、新しい
認定証を送付していますので、ご確認ください。
　なお、70歳以上の人の自己負担限度額は変わり

表　１月からの高額療養費の自己負担限度額（70
　　　　歳未満）
区
分

所得要件
（※１） 自己負担限度額 多数回該

当（※２）
ア 901万円超 252,600円＋（総医療費

－842,000円）×１％ 140,100円

イ 600～900
万円

167,400円＋（総医療費
－558,000円）×１％ 93,000円

ウ 210～600
万円

80,100円＋（総医療費
－267,000円）×１％ 44,000円

エ 210万円
以下 57,600円

オ 住民税非課税 35,400円 35,400円
※１ 所得要件は全て基礎控除（38万円）後の所得額です。
※２ 多数回該当とは、過去12カ月に、同じ世帯で高額療
養費の支給が４回以上あった場合の、４回目から適用さ
れる限度額です。

27年度の市臨時職員の
登録者募集しています ●詳しくは

　市役所総務課行政係（☎・内線1234）
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各課からのHOT LINE

　
２
月
５
日
か
ら
３
月
16
日
ま
で
、
市
・
県
民
税（
国
民
健
康

保
険
税
）の
申
告
受
付
を
行
い
ま
す
。
期
間
の
後
半
は
大
変
混

み
合
い
ま
す
。で
き
る
だ
け
指
定
日
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
税
の
申
告
は
な
ぜ
必
要
？

　
市
は
、
正
確
で
公
平
な
課
税
を
す
る

た
め
に
、
対
象
と
な
る
全
て
の
人
の
所

得
状
況
を
把
握
し
、
確
定
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
申
告
を
し
な
い
と
、
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
な
ど
が
受
け
ら

れ
ず
、
所
得
証
明
書
の
発
行
も
で
き
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
所
得
を
要
件
と
す
る
給
付
が

受
け
ら
れ
な
い
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
期
限
内
に
申
告

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

■
申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

住
所
ま
た
は
住
居
が
あ
る
人
は
、
全
員

申
告
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❶
税
務
署
に
平
成
26
年
分
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
人

❷
給
与
所
得
の
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

て
、
ほ
か
に
収
入
の
な
い
人

❸
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、
受
給
額

が
１
４
８
万
円
以
下（
65
歳
未
満
の
人

は
98
万
円
以
下
）の
人

❹
収
入
が
無
く
、
家
族
の
給
与
所
得
の

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
扶
養
親
族
に

な
っ
て
い
る
人（
市
外
の
親
族
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
人
は
申
告
が
必
要
）

■
申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
、
下
の
表
１
に
示
す
書

類
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

領
収
書
は
、
事
前
に
項
目
ご
と
に

ま
と
め
て
集
計
を
し
て
き
て
く
だ
さ

い
。
事
前
に
集
計
を
し
て
こ
な
い
場

合
は
、
申
告
受
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
申
告
受
付
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
表
２
に

示
す
日
程
で
行
い
ま
す
。
西
根
・
松
尾

地
区
は
、
こ
と
し
か
ら
市
役
所
本
庁
舎

隣
の
多
目
的
ホ
ー
ル
棟
多
目
的
ル
ー
ム

で
行
い
ま
す
。
指
定
日
に
都
合
が
悪
い

場
合
は
、
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
な
る
べ

く
期
間
の
前
半
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課
市
民
税

係（
☎
・
内
線
１
１
２
４
～
１
１
２
７
）

ま
で
。

表１　申告に必要なもの

必 ず 持 っ て く る も の
・申告者の認め印
・口座振替納税や口座振込による還付を希望する人は、本人の預金通帳などと通帳印
・申告書（税務署から確定申告書用紙が送付されている場合）

所 得 区 分 ご と に 必 要 な 書 類
・給与・年金所得がある人＝源泉徴収票を全部（原本）
・事業所得の人＝収入・経費が分かる書類
※１月上旬に各世帯に配布した「市・県民税（国民健康保険税）の手引き」を参照

所
得
控
除
に
必
要
な
書
類

生 命・地 震 保 険 料 控 除 ・それぞれの控除証明書

社 会 保 険 料 控 除 ・社会保険料（健康保険任意継続保険料・介護保険など）の納付証明書または領収書
・国民年金保険料の控除証明書または領収書

住 宅 借 入 金 等 特 別 控 除
※２年目以降のみ受け付け

・住宅借入金年末残高証明書
・源泉徴収票（給与所得がある人）
・平成26年分住宅借入金等特別控除申告書

医 療 費 控 除 ・病院などの領収書
・高額療養費や医療費助成、保険金などの受け取り額の分かる書類

障 害 者 控 除 ・障害者手帳または障害者控除対象者認定書（健康福祉課で 1 月下旬から申請受付）
※申告書、収支内訳書などは、１月下旬から市役所税務課、各総合支所地域振興課窓口に備え付けています。

　収入・所得のある人で、次に該当する人については、
税務署で申告していただくことになりますので、ご注意
ください（盛岡税務署での申告は左ページ下部を参照）。
❶株式などに関係する収入がある人（配当、譲渡など）
❷国や県、市町村の公共事業用に土地などを売った人で、
その金額が100万円を超える人（土地などの収用の収入
がある人）
❸住宅借入金等特別控除を新たに受ける人（初年度の人）
　これらの収入・所得は所得税に関わる内容であり、算
定も複雑なため、受け付けできません。お手数をおかけ
しますが、ご了承ください。
　なお、青色申告、消費税、贈与税の申告についても、
これまでと同様、受け付けできません。

市で申告を受け付けられない人

　仕事などの都合で指定日時に会場で申告できない人の
ために、次の日程で申告受付を行います。
　なお、水曜日の夜間申告受付は行いませんので、ご注
意ください。
◆実施日　２月15日㈰、２月28日㈯
◆受付時間　午前９時から11時、午後１時から３時まで
◆場所　市役所本庁舎隣 多目的ホール棟多目的ルーム

土・日曜日の申告受付を行います

２
月
か
ら
申
告
受
付

　

準
備
は
お
早
め
に
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各課からのHOT LINE

表２　市・県民税（国民健康保険税）申告受付の日程

受付場所 多目的ホール棟（市役所本庁舎隣）多目的ルーム
田山スポーツ交流館（２月10日から２月18日の午
前中まで）、安代総合支所１階打合室（２月19日か
ら３月６日まで）

受付時間 午前９時～11時 午後１時～３時 午前９時～11時 午後１時～３時
２月５日㈭ ※１
　　６日㈮ 金沢・温泉郷 安比高原・畑・柏台
　　９日㈪ 五百森 渋川・渋川開拓・白屋
　　10日㈫ 駅前一区・駅前二区 上町・仲町 愛の山・新興矢神 石名坂
　　12日㈭ 下町二区 下町一区 苗石田 兄川
　　13日㈮ 松川・雇用促進 下町三区 田山上 舘市
　　15日㈰ 指定日に来られない人
　　16日㈪ 山子沢・大石平・中関 山後・岡村 田山下 兄畑
　　17日㈫ 北村 両沼 日瀬通 栗木田・杉沢・平長
　　18日㈬ 北寄木 上寄木・刈屋 折壁
　　19日㈭ 中郡・鹿野 立石 畑２区（扇畑） 畑２区（松木田・小屋畑）
　　20日㈮ 寄木新田 関口 畑１区（赤坂田） 畑１区（星沢・黒沢・寄木）
　　23日㈪ 中村・間羽松 舘腰 細野 豊畑
　　24日㈫ 町組・薬師 高宮 浅沢第１
　　25日㈬ 上平笠・中平笠 下平笠・南平笠 浅沢第２
　　26日㈭ 谷地中・上村・大花森・前森 湯沢 曲田横間
　　27日㈮ 森子・山道 田中・向村・中沢 五日市３区 五日市４区
　　28日㈯ 指定日に来られない人
３月２日㈪ 東・大久保・共新 小福田・大泉・駅前 五日市２区 五日市１区
　　３日㈫ 松久保・山崎・堀切 わし森・椛沢・笹目 荒屋
　　４日㈬ 中松尾・落合 時森・小屋の沢 秋葉
　　５日㈭ 寺田・帷子 寺田新田・野口 荒屋新町
　　６日㈮ 土沢・若谷地・川原目・上関 荒木田・舘沢 新町中央
　　９日㈪

指定日に来られない人

※１　給与収入のみの人、年金収入のみの人、給与
および年金収入のみの人を受け付けます。

▶表の斜線部分は、会場準備などのため、受け付けで
きません。指定日の申告にご協力をお願いします。

▶期間後半になるにつれ、大変混み合います。指定
日に都合が悪い人や還付申告の人は、早めにお越
しください。

　　10日㈫
　　11日㈬
　　12日㈭
　　13日㈮
　　16日㈪

　盛岡税務署の平成26年分申告書作成会場が、次
のとおり開設されます。
　所得税（譲渡所得を含む）、消費税、贈与税の申
告が必要な人は、ご利用ください。
■開設期間　２月４日㈬から３月16日㈪
※２月22日㈰と３月１日㈰以外の土・日曜日、祝
日は休み
■開設時間　午前９時から午後４時まで
■場所　アイーナ（盛岡駅西口）
※盛岡税務署には、申告書作成会場を設置してい
ませんので、アイーナのご利用をお願いします。

　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）
で、確定申告書（所得税・消費税・贈与税）、青色
決算書、収支内訳書の作成ができます。また、国
税電子申告・納税システム（e-Tax）を利用すると
さらに便利です。
　詳しくは、盛岡税務署（☎019-622-6141）まで。

「記帳・帳簿等の保存制度」対象者が拡大
　個人の白色申告者のうち、事業所得、不動産所
得または山林所得の合計額が300万円を超える人
に必要とされていた記帳と帳簿書類の保存が、平
成26年１月から、これらの所得を生ずべき事業を
行う全ての人について必要となりました。

盛岡税務署からのお知らせ
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雪だるま装飾コンテスト

■期日と会場　▶２月14日㈯・15日㈰＝サラダ
ファーム（八幡平エンジョイ雪合戦会場）▶２月
28日㈯・３月１日㈰＝安比高原スキー場

八幡平・安比ゆきフェスティバル2015
開催期間 ２月14日㈯から３月１日㈰まで

第３回八幡平エンジョイ雪合戦
参加チームを募集中

■期日　２月14日㈯＝予選リーグ、15日㈰
＝準決勝・決勝
■場所　サラダファーム内特設会場
■種目　本気モード、男女ミックス、キッズ
■申し込み締め切り　１月28日㈬
　詳しくは、八幡平市雪合戦協会（岩手エ
ッグデリカ内、☎75-0288）またはサラダ
ファームホームページ（http://salad-
farm.jp）をご覧ください。

み
ん
な
で
雪
合
戦
を
楽
し
も
う

　冬を楽しむ「八幡平・安比ゆきフェスティバ
ル2015」が開催されます。
　市内のスキー場などを会場に、雪を使ったさ
まざまな催しが行われます。友人、家族などで
ぜひご参加ください。
　各イベントについて詳しくは、市観光イベン
ト実行委員会（市観光協会、☎78-3500）まで。

装飾でかわいい雪だるまを作ろう

◎スノー駅伝
■期日　２月21日㈯
■場所　八幡平リゾートパノラマスキー場
◎巨大雪だるまのすべり台
■日時　２月28日㈯正午から午後３時まで、３月
１日㈰午前10時から午後１時まで
■場所　安比高原スキー場
◎冬花火
■日時と場所　▶２月14日㈯午後７時20分から＝
安比高原スキー場▶２月21日㈯午後７時半から＝
八幡平リゾートパノラマスキー場▶２月28日㈯午
後７時20分から＝安比高原スキー場

期間中はお得なサービスを展開
❶トクトクバッジ＝市内宿泊施設で泊ま
った人に、エリア内でお得なサービスを
受けられるバッジをプレゼント
❷雪だるまフード＝エリア内協賛店で
は、雪だるまをモチーフにした食事やス
イーツを販売
❸共通リフト券付き宿泊パック＝安比高
原スキー場、八幡平リゾートパノラマ・
下倉スキー場で使えるリフト券が付いた
お得な宿泊パックを販売

※天候やその他の状況で内容を変更する場合があります。

◎七滝氷瀑ツアー（リフトとスノーシューを使用）
■日時　２月16日㈪、18日㈬、20日㈮、24日㈫、26日㈭の
午前10時から午後２時半まで
■対象と参加料　小学４年生以上、１人当たり1,800円
◎下倉・中倉山樹氷ツアー（リフトとスノーシューを使用）
■日時　２月17日㈫、19日㈭、21日㈯、23日㈪、25日㈬、
27日㈮の午前８時半から午後３時まで
■対象と参加料　登山経験者（中級以上）、１人当たり5,500円
◎七滝氷瀑ツアー（スノーシューでの往復）
■期日　２月21日㈯
■対象　小学４年生以上
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ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
初
心
者
向
け

無
料
レ
ッ
ス
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す

■無料レッスンを実施しているスキー場
安比高原スキー場
開　講　日 ３月31日㈫までほぼ毎日開講
参 加 方 法 前日の午後５時までに予約

用具レンタル あり（お問い合わせください）
問い合わせ 68-7136（8：30～17：00）

田山スキー場（スキーのみ）
開　講　日 １月12日㈪までは毎日開講、13日㈰か

ら３月15日㈰までは土・日、祝日開講
参 加 方 法 前日午後４時までに予約

用具レンタル なし
問い合わせ 73-2650（8：30～16：00）

八幡平リゾートパノラマスキー場
開　講　日 ３月31日㈫まで毎日開講
参 加 方 法 前日午後５時までに予約

用具レンタル 事前予約が必要
問い合わせ 78-2577（8：30～17：00）

八幡平リゾート下倉スキー場
開　講　日 ３月31日㈫まで毎日開講
参 加 方 法 前日午後５時までに予約

用具レンタル 事前予約が必要
問い合わせ 78-2577（8：30～17：00）

　
市
内
の
４
ス
キ
ー
場
で
は
、
小

学
生
以
上
を
対
象
に
、
初
心
者
向

け
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
無
料

レ
ッ
ス
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
無
料
レ
ッ
ス
ン
を
実
施
し
て
い

る
の
は
、
安
比
高
原
、
田
山
、
八

幡
平
リ
ゾ
ー
ト
パ
ノ
ラ
マ
、
同
下

倉
の
各
ス
キ
ー
場
で
す
。こ
れ
は
、

国
の
緊
急
雇
用
対
応
事
業
を
活
用

し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
左

の
期
間
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
日
時
や
内
容
に
つ
い
て

は
、
各
ス
キ
ー
場
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
営
田
山
ス
キ
ー
場
で

は
、
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
を

対
象
に
、
無
料
で
リ
フ
ト
を
使
用

で
き
る「
ひ
か
り
パ
ス
ポ
ー
ト
」を

発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、田
山
ス
キ
ー
場（
☎

７
３・２
６
５
０
）ま
で
。

市スポーツ少年団が
１年の活動内容発表

　
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
発
表
会
が
12

月
７
日
、
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
会
に
は
、
市
内
21
団
体
の
児
童
・

生
徒
ら
約
３
０
０
人
が
出
席
。
各
団
の
主

将
ら
が
１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、
そ

の
成
果
や
課
題
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
４
団
体
が
日
常
の
練
習
方

法
や
実
技
な
ど
を
披
露
。
参
加
し
た
団
員

は
、
他
団
体
の
発
表
に
真
剣
な
ま
な
ざ
し

を
向
け
て
い
ま
し
た
。

各団が 1 年の活動の
成果を発表

他のスポ少の練習を体験
する機会もありました

壇上で形の演武を披露する八幡平市
空手道スポーツ少年団員

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

◎
第
22
回
県
武
術
太
極
拳
選
手
権
大
会
兼
第
32
回
全

日
本
武
術
太
極
拳
選
手
権
大
会
県
代
表
選
考（
11
月

29
・
30
日
、
盛
岡
市
・
県
営
武
道
館
）

◆
交
流
部
門
▼
24
式
太
極
拳
自
選　
❷
遠
藤
ハ
ツ
ミ

（
帷
子
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
第
33
回
全
日
本
コ
ン
バ
イ

ン
ド
大
会（
12
月
21
日
、
北
海
道
・
名
寄
市
ピ
ヤ
シ

リ
シ
ャ
ン
ツ
ェ
な
ど
）

▽
成
績　
❺
永
井
健
弘（
盛
岡
市
役
所
、
田
山
中
卒
）

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会
入
賞
者
の
情
報
募
集
中

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
入
賞
者
の
情
報
を
お
持

ち
の
方
は
、
大
会
内
容
な
ど
が
分
か
る
も
の
を

準
備
い
た
だ
き
、
市
長
公
室
秘
書
広
報
係（
☎・

内
線
１
２
１
０
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1210まで。

東北中学校スキー大会などの運営協
力について陸上自衛隊岩手駐屯地と
協定を締結（12月８日、同駐屯地）

「第３回歌謡と踊りの祭典」実行
委員会が15万33円を寄付（11月28
日、市役所本庁舎）

浅沢少年消防クラブの隊員12人が
防火水槽周辺を除雪（12月23日、
浅沢地内）

感動に包まれた会場内
劇団「ふるさと発信株式会社」第17回公演

　安代地区に本拠を置く劇団「ふるさと発信株式会
社」の第17回公演「水平線の歩き方」が11月30日、安代
小学校体育館で行われました。
　公演は、主人公の社会人ラグビー選手が、自らの
半生を回顧するうちに、自分一人で生きているわけ
ではないことに気付く物語。亡くなった母親が出て
くるなどの演出が行われました。公演終了後、来場
者から劇団員に大きな拍手が送られたほか、感極ま
り涙を流す人もいました。 主人公（左）と周りで支える人たちの交流が描かれました

バス旅行で市内を巡る
震災被災者リフレッシュ事業

　市観光協会主催の「震災被災者リフレッシュ事業」
の一環である無料バス旅行が12月16、17の両日、市
内で行われました。
　同事業には、宮古市、山田町、岩泉町から約80人が
参加。バスで市内スキー場などを見学したほか、17
日には、いこいの村岩手で餅つきが行われました。
餅つきには、松野小５年生27人が来場し、参加者と
懇談。参加者は、同校と大更小児童が栽培したもち
米を使った餅を食べながら、気分転換していました。 震災での被害を免れた臼ときねで餅をつきました

安全と安心を呼び掛け
年末特別警戒合同パレード

　市の防犯、交通安全団体による年末特別警戒合同
パレードが12月16日、大更の商店街などで行われま
した。
　パトロールには、岩手警察署、市防犯協会、市防
犯隊、市交通指導隊、交通安全関係団体などから約
50人が参加。『みんなでつくろう安心の街』と書かれ
た横断幕を先頭に、大更の商店街をパレードしたほ
か、ＪＲ大更駅前で、駅利用者にチラシなどを配り、
年末年始の地域安全と交通安全を呼び掛けました。ＪＲ大更駅で降車した利用者にチラシを配布
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ＮＴＴ東日本岩手支店に市の防災
拠点の光回線化について要望書を
提出（12月11日、市役所本庁舎）

「ふるさとCM大賞in IWATE2014」
の審査会収録（11月30日、盛岡市・
いわて県民情報交流センター）

人を育てて地域を活性
盛岡法人会八幡平地区３支部合同市経済講演会

　市経済講演会が11月27日、八幡平ロイヤルホテル
で開催されました。
　講演会には、商工会の関係者ら約70人が参加。独
立行政法人中小企業基盤整備機構の長坂泰之氏が

「まちのファンを育てる・まちの役者を育てる」を
テーマに基調講演後、市の商工業・観光振興につい
て討論を行いました。長坂氏は「地域や人の数だけ、
町づくりができる。その達成には、人の育て方を学
び、結束することが重要」と、討論をまとめました。 長坂氏（右）と田村市長をはじめとするパネラーの皆さん

今後の発展と連携誓う
第９回市老人クラブ大会

　第９回市老人クラブ大会が12月21日、西根地区市
民センターで開催されました。
　大会には、会員や関係者ら約300人が出席。寄木念
仏剣舞の披露や老人クラブ活動の功労者などが表彰
されました。妙見山黒石寺（奥州市）の藤波洋香住職
が「今ある幸せ」と題し、講演。時折ユニークな話を
交えながら「日々の何でもない幸せを感じることが
大事で、どんなことも小さな積み重ねです」と、出席
者に語り掛けました。笑い話を交えながら講演する藤波洋香住職

健康と美容をサポート
山葡

ぶ ど う
萄サプリメント発表会

　山葡萄サプリメント発表会が11月26日、市役所本
庁舎会議室で開催されました。
　生産量日本一を誇る本市のヤマブドウを生かした
サプリメント「山ぶどうプルプルゼリー」は、市産業
振興株式会社が開発。美容と健康に効果的な９種類
の成分が配合されています。同サプリメントは「道
の駅にしね」などで、７包入り1,134円、30包入り
4,860円（いずれも税込み）で販売し、売り上げ１包
当たり１円を沿岸被災地に寄付します。手軽に栄養補給ができるスティック状のゼリー
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介護のココロ
市地域包括支援センター　☎・内線1093

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係　☎・内線1101

◆利用までの流れ
❶妊娠届の際に窓口で申込書などを配布
❷利用希望者は、申込書と確認事項を市役所地域
福祉課または各総合支所地域振興課に提出
❸地域福祉課で審査の上、申込者に利用券を送付
❹利用券が届いたら、利用希望日の１週間前まで
に受託事業者へ電話で利用を申し込み
❺サービスの利用開始
◆受託事業者　ＪＡ新いわてホームヘルプステー
ション西根（☎70-2181）

な
っ
た
。

▼　
他
の
参
加
者
に
実
態
を
隠
さ
ず

話
し
た
こ
と
で
、
応
援
の
言
葉
を

も
ら
い
、
温
か
く
接
し
て
も
ら
え

た
の
で
、
と
て
も
気
持
ち
が
楽
に

な
っ
た
。

▼　
『
一
人
で
頑
張
り
過
ぎ
な
い
こ

と
』『
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
し
て
た
ま
に
は
手
を
抜
く
こ

と
』『
介
護
者
が
自
分
の
体
を
大

切
に
し
な
い
と
、
み
ん
な
が
不
幸

に
な
る
。
認
知
症
の
人
だ
け
で
は

な
く
、
自
分
も
大
切
に
し
て
ほ
し

い
』と
話
が
あ
っ
た
時
、
涙
が
出

る
思
い
だ
っ
た
。
自
分
ひ
と
り
で

頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

背
負
い
込
ん
で
い
た
よ
う
に
思

う
。
気
持
ち
が
救
わ
れ
た
。

　
『
家
族
の
つ
ど
い
』は
、
今
後
も
継

続
し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
日
程

な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
な
ど
で
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。「
介
護
に
悩
ん

で
い
る
」「
介
護
を
し
て
い
る
仲
間
が

ほ
し
い
」と
い
う
人
は
、ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
市
役
所
健
康
福
祉
課
内
）に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
八
幡
平
市
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会（
世
話
人・伊
藤
實
氏
）」と
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
認
知

症
介
護
家
族
の
つ
ど
い
』（
以
下
、
家

族
の
つ
ど
い
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
つ
ど
い
は
、
認
知
症
の
人
を

介
護
し
て
い
る
家
族（
過
去
に
介
護

し
て
い
た
家
族
も
含
む
）が
、同
じ
境

遇
の
人
同
士
で
悩
み
を
相
談
し
、
情

報
交
換
を
す
る
場
で
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
26
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
３
回
開
催

し
、
計
41
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想

▼　
少
人
数
で
、
身
近
な
こ
と
を
話

し
合
え
、
と
て
も
良
か
っ
た
。

▼　

皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て『
同
じ

よ
う
な
こ
と
で
苦
労
し
た
り
、
悩

ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る

ん
だ
』と
、
自
分
へ
の
エ
ー
ル
に

　市は、子育て支援ヘルパー派遣事業を実施して
います。
　産前・産後の妊産婦は、日常生活での負担や不
安が大きくなります。産前・産後の時期に、訪問
による支援を行い、子育ての手助けをするのが、
この事業の目的です。
◆料金　無料
◆内容　家事援助（日常的な炊事、洗濯、掃除、買
い物）や育児補助、病院や検診への付き添いなど

（サービスは、親の子育てを支援するために行って
いますので、親がそばにいることが必要です）。
◆利用時間　午前９時から午後５時まで（日曜、祝
日および12月28日から翌年１月４日までを除く）
◆その他　利用対象者は、昼間に当該妊婦または
母親などを援助する人がいない世帯。既定の利用
回数を超えた場合は、実費を負担いただきます。

「
認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
て
い
ま
す

利用対象者 利用期間 利用回数と時間
母子手帳交付後の
妊婦がいる家庭

母子手帳交付後か
ら出産予定日まで ６回以内とし、１

回当たり２時間以
内１歳未満の乳児が

いる家庭
１歳になる前日ま
で

３歳未満の２人以
上の多胎の子がい
る世帯または３歳
未満の子がいるひ
とり親家庭

双子以上の出産や
ひとり親世帯など
の場合は出産後３
年まで

１歳になる前日ま
で、１歳から２歳
になる前日まで、
２歳から３歳にな
る前日まで、各６
回以内

子育て支援ヘルパーのご利用を
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

〔
11
〕

今
月
の
担
当
・
安
原
直
史
　

　
平
成
26
年
中
は
、
地
域
の
行

事
で
ピ
ザ
を
約
７
０
０
枚
ほ
ど

焼
か
せ
て
い
た
だ
き
、
無
事
に

焼
き
納
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
と
し
は
、
ク
オ
リ

　田頭コミセンは、研修室、調理室、体育館など
を備え、地域の皆さまの研修、集いの場、サーク
ル活動、各種教室などに自由に使っていただける
施設です。また、小・中学生の下校時には、子ど
もたちが立ち寄るにぎわいの場にもなっています。

　平笠地区、田頭地区の交流の中心となっている
田頭コミセンは、生涯学習事業部門とスポーツ事
業部門の２部門を核に活動しています。

テ
ィ
ー
、
内
容
、
地
域
で
焼
く

際
の
関
わ
り
方
を
変
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　生涯学習の青少年
健全育成事業では

「チャレンジＫ
キ ッ ズ
ＩＤＳ」を

開催。今年の前半は、
大更コミセンとの共
同事業で「夏休み海
へ行こう！チャレン
ジ２Ｄ

デ イ ズ
ＡＹＳ」を開催

し、１泊２日のキャ
ンプを行いました。
　成人、女性講座事
業 で は「 田 頭 旧 跡
マップ（田頭地域振
興協議会発刊）を歩
く会」「野山を歩く
会」、福祉・高齢者事業では「曙大学」（年間10講座）
開催しています。
　芸術・文化事業では「田頭コミセン秋実りまつ
り」を開催し、サークル発表、文化芸能発表、作品
展示発表、一日体験講座、模擬店出店などで地域
の交流と芸術文化の推進が図られました。
　スポーツ事業では、総合体育大会と称し「早起き
ソフトボール大会」『夏季体育祭「野球大会・ソフ
トボール大会・ソフトバレーボール大会同日開
催」』「壮年ソフトボール大会」「ゲートボール大会」

『冬季体育祭「卓球大会・ドッヂビー大会」』の８競
技を開催しているほか、恒例の地区大運動会も
行っています。

チャレンジ２DAYS
でのカヌー教室

小・中学生に昔遊びを指導
した曙大学の世代間交流

舘
市
夜
ピ
ザ
会
を
開
催（
10
月
24
日
）

ピザの作り方について講習

参加者みんなでピザ作りを実践

各
自
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ザ
が
完
成

田頭コミセンは地域の交流の場

第10回 　ＱＲコードを読み
取ると、田頭コミセン
のF

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebookのページ

にアクセスできます。

コミュニティセンター通信
田頭コミセン

☎76-2521

さまざまな事業を展開しています
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図書館システムを一時停止します

トピック展を開催します

クリスマスお話会を開催しました

　もうすぐ冬休みが明け、新学期が始まります。
残り少ない休みは、家から飛び出し、博物館を利
用してみてはいかがですか？
　現在、企画展示室では、季節に合わせたスキー展
示を開催中です。昔と現在のスキー板の違いが、一
目で分かるような紹介コーナーがあります。また、
お正月遊びが体験できる「昭和レトロコーナー」や
地域の歴史を盛り込んだすごろく・かるたなどを
用意しています。ぜひ、ご家族やお友達と一緒に
博物館に来て、遊びを通して、地域の歴史・文化
を学んでみてはいかがでしょうか？

絵本から飛び出せ‼昔の道具展

残りの冬休みは博物館へ行こう

　新年明けましておめでとうございます。昨
年よりも皆さまに親しんでもらえるような博
物館を目指していきます。これからも変わら
ぬご支援、ご協力をお願いします。

ような展示となっています。
▷トピック展「絵本から飛び出せ !!むかし道具展」
■期間　２月10日㈫から３月22日㈰
■入館料　大人 200円、中学生以下無料
■休館日　月曜日（ただし、祝日の場合は翌日）

　「ももたろう」「かちかち山」など絵本の中には、
今はあまり見る機会のない昔の道具がたくさん描
かれています。今回のトピック展「絵本から飛び
出せ‼むかし道具展」では、絵本に登場する昔の
道具が、何のために、どのように使われていた
のかを紹介します。無料
体験コーナーもあります
ので、昔の道具に関心を
持っていただけると思い
ます。まるで、絵本の中
から飛び出してきたかの

「ももたろう」の絵本
で使用される「糸車」

　図書館では、「朗読を楽しむ会」と題し、八幡平
市朗読奉仕・ほおずきの会の皆さんによる絵本や
童話の読み聞かせ、江間章子賞受賞者による詩の
朗読を行います。また、読書マラソンの表彰式を
同時に開催します。参加無料、申し込みは不要です。
■日時　２月７日㈯午後１時15分から
■場所　図書館お話室
■内容　群読「十二の月の物語」など

　図書館システムの点検のため、１月13日㈫は、
インターネットでの蔵書検索を含む全てのサービ
スを終日停止します。
※松尾・荒屋コミセンの図書室は、通常開館しま
すが、蔵書検索などは利用できません。

　12月７日、盛岡市を中心に活動する『うすゆき
そう文庫』から澤口杜

と し
志さんを迎え、「クリスマス

お話会」を開催しました。
　親子連れなど24人が参加し、クリスマスの歌や
手遊び、絵本の読み聞かせなどが行われました。
　カエルの人形を使って
演じられた、谷川俊太郎
作詩の「きりなしうた」
は、子どもたちだけでな
く、大人からも笑い声が
上がる楽しい演目でした。
　お話会終了後、図書館

カエルの人形で「きり
なしうた」を披露

 図書館システムの一時停止について

で活動する「あみぐるみ教室」の皆さんから、参加
者全員に手づくりのあみぐるみがプレゼントさ
れ、ひと足早いクリスマスを楽しみました。

朗読を楽しむ会にお越しください
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（11月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています。（敬称略）

◎男の子
小林　陽

ひ な と
翔（秀幸・舞／五日市３区）

針生　陽
あ き ひ

光（祐太・詩織／荒木田）

武田　想
そうへい

平（大喜・珠美／両沼）

熊澤　稜
りょうたろう

太郎（威人・恵子／上関）

鈴木　結
ゆ う と

翔（寿浩・けい子／上町）

伊藤　柊
しゅうご

吾（重成・友美／五日市４区）

石田　昂
た か し

士（哲也・琴子／荒屋新町）

遠　　類
るい

（壮恭・夢子／寺田）

畠山　長
たける

（長太・範子／柏台三丁目）

◎女の子
八重樫　詩

うた
（誉広・園子／共新）

髙橋　ととか（伸幸・貴子／南寄木）

工藤　彩
あ や ね

音（善哉・彩奈／両沼）

　阿部　正陽　　／畑２区
　高橋　まりえ　／上野駄
　中川原　壮一　／荒屋新町
　石川　友紀子　／陸前高田市

　遠藤　優太郎　／帷子
　上澤　沙織　　／帷子
　髙橋　渉　　　／松川
　宝池　貴恵　　／盛岡市
　遠藤　学　　　／中村
　小野寺　美佳　／上関
　髙橋　達也　　／北寄木
　吉田　美幸　　／南平笠
　川崎　裕也　　／滝沢市
　立花　美樹　　／細野

柴田　正作　　　76歳　若谷地
熊谷　シマ　　　90歳　下町一区
工　　ユキ　　　91歳　両沼
髙橋　典子　　　85歳　寄木新田
工藤　貴仁　　　42歳　上野駄
伊藤　ハナ　　　95歳　上野駄
浦部　德三郎　　84歳　上関
小笠原　喜市　　95歳　松久保
佐藤　ツヨミ　　79歳　共新

小山田　明　　　64歳　田山上
工藤　ナヲ　　　93歳　共新
中軽米　ミツ　　88歳　上寄木
佐々木　ミヨシ　91歳　野口
田村　繁　　　　88歳　岡村
齋藤　リツ　　　74歳　松川
齊藤　干城　　　42歳　若谷地
伊藤　キツ　　　86歳　上関
藤根　慶信　　　84歳　寄木新田
三浦　トシ子　　70歳　日瀬通
髙橋　サヨ子　　80歳　北寄木
及川　滿　　　　79歳　野駄
髙橋　タヨ　　　98歳　南寄木
伊藤　孫十郎　　84歳　中平笠
高橋　寛一　　　84歳　上町
岩澤　勇人　　　54歳　苗石田

お幸せに

（

№ 112

広報クイズ
１月８日号の問題

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。
◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　☆はがき〒028-7397（住所不要）
　☆ＦＡＸ：�74-2102
　☆メール：�koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限　１月26日㈪　消印有効
※第111回の広報クイズの回答も同日まで受け付けています。

今号で夢や抱負を語っ
てくれた小学生は平成
○年生まれ？

健やかに

（

（
（
（
（
（

■人口の動き【11月30日現在　（　）は前月比】 ■交通事故発生件数など　※累計は１月からの合計

地　　区 人 口 世 帯 数
西根地区 16,678（－32） 6,258（－13）
松尾地区 6,125（－9） 2,364（0）
安代地区 4,883（－4） 1,878（－1）
合　　計 27,686（ー45） 10,500（ー14）
男　　性 13,354（－18）
女　　性 14,332（－27）

出生 14 死亡 28
転入 20 転出 51

項　　目 11月 累 計
人身事故 2 35
物損事故 41 449
負 傷 者 2 53
死 者 0 1
飲酒運転 1 6
火 災 2 12
救 急 81 1095

17



放射線などの測定結果について

　西根・安代地区学校給食セン
ターでは、調理した給食の放射性
物質の測定を行っています。
　その結果、11月27日・28日、
12月４日・11日の測定では、放
射性物質は検出されませんでし
た。内容は、市ホームページで公
開しています。
　詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

西根中学校の50周年 
記念誌を販売します

　市立西根中学校では、同校創立
50周年記念誌を販売します。
■価格　1,800円（送料別200円）
■申し込み方法　１月15日㈭まで
に、同校の佐藤副校長にご連絡く
ださい。
　詳しくは、同校（☎76-3530）まで。

農業担い手指導員など 
非常勤の職員を募集中

　市農業振興支援センターでは、
非常勤職員を募集中です。
■職種・募集人数　農業担い手
指導員２人（認定農業者の育成な
ど）、地域連携推進員１人（地域農
業マスタープラン実践支援など）
■応募資格　次の項目全てに該当
する人▷平成27年４月１日現在、
18歳以上の健康な人▷普通自動車
運転免許▷パソコン（エクセル・
ワード）を使える人
■報酬　月額168，700円　※該当
者は、通勤手当の支給があります。
■雇用期間　４月１日㈬から28
年３月31日㈭まで
■応募方法　市役所農政課と西
根・安代両総合支所に備え付けの
応募用紙と履歴書に必要事項を記
入し、農政課に持参または郵送（封
筒に「農政課非常勤職員応募書類
在中」と朱書き）で提出
■申込期限　２月20日㈮必着
　詳しくは、市農業振興支援セン
ター（☎・内線1340、1341）まで。

子育て相談・援助の 
アドバイザーを募集

　たからっこ広場（大更学童保育
クラブ内）で勤務する27年度子育
てアドバイザーを募集します。
■業務内容　子育てに関する相談
や援助など
■応募資格　普通自動車運転免許
■勤務日　月曜から土曜日　※水
曜日を除く
■勤務時間　午前10時から午後３
時まで
■募集人数　若干名
■時給　860円（交通費は、別途支
給します）
■応募期限　２月６日㈮
　詳しくは、特定非営利活動法
人・あそぼっこ（☎68-7677）まで。

西根バイパスの歩行 
十分ご注意ください

　本号５㌻で車道の開通をお知
らせした西根バイパスは、一部の
区間で引き続き、歩道設置工事な
どが行われています。
　夜間の外出やペットの散歩など
で歩行する際は、車道を避け、交
通事故に十分気をつけてご利用く
ださい。

15歳～39歳で就職を 
考える人応援します

　もりおか若者サポートステー
ションでは、若者のための就職応
援プログラム「ホンキの就活」を実
施します。参加は無料ですが、事
前に予約が必要です。
■日時　２月２日㈪、５日㈭、９
日㈪、12日㈭午前10時から午後３
時半まで
■対象　４日間全てに参加できる
15歳から39歳までの人
■場所　保科済生堂ビル（盛岡駅
前通16-15）
■申込期限　１月29日㈭
　詳しくは、同サポートステー
ション（☎019-625-8460）担当・
山本まで。
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「にっぽん百名山」の 
放送が延期されました

　広報はちまんたい12月４日号
（No.209）の22㌻お知らせ欄に、
「八幡平の自然などが紹介される」
という内容で掲載した、NHK・
BSプレミアム「にっぽん百名山」
の放送は延期されました。放送日
は、２月初旬で調整中です。

スノーシューを履き 
冬の自然を楽しもう

　県民の森では、自然観察会・七
滝氷瀑ツアーを開催します。当日
は、防寒具を着用ください。
■日時　１月24日㈯午前９時から
午後0時半まで
■対象　小学４年生以上
■集合場所　県民の森・森林ふれ
あい学習館
■参加費　1,000円（温泉入浴券付
き）とスノーシューレンタル料500円
■募集人数　先着15人
■申込期限　１月23日㈮
　詳しくは、同学習館フォレスト
i
アイ

（☎78-2092）まで。

緑化の推進に関する 
希望を募っています

　県緑化推進委員会八幡平支部で
は、27年度緑化推進事業（苗木配
布など）の希望を調査しています。
　自治会などで、サクラやツツジ
などを植えたいなどの希望がある
場合は、安代総合支所土木林業課
までご連絡ください。
■申請期限　３月31日㈫
　詳しくは、同支所土木林業課林
業係（☎・内線3142）まで。

学童保育クラブで 
勤務する職員募集

　平成27年度に学童保育クラブで
勤務する職員を若干名募集してい
ます。男女は問いません。
■業務内容　小学生の見守りや育
成など
■応募資格　普通自動車運転免許
■勤務場所（学童保育クラブ）　❶
大更❷大更第二❸渋川❹田頭❺東
大更❻平笠❼平舘❽寺田❾松野❿
あしろ⓫田山
■勤務日　月曜から土曜日
■時給　860円（交通費は、別途支
給します）
■応募期限　２月６日㈮
　詳しくは、❶～❹＝特定非営利活
動法人・あそぼっこ（☎68-7677）、
❺～⓫＝特定非営利活動法人・七
時雨いきいきネットワーク（☎77-
2750）まで。

小・中学校支援員の 
申し込み受け付け中

　市教育委員会は、27年度小・中
学校支援員を募集しています。
■募集職種　❶みのりサポート推
進員（中学生の学習支援）❷ひかり
サポート推進員（主に小学生の学
校生活支援）❸適応指導教室指導
員（不登校の子どもの学習・生活
指導）❹適応支援相談員（別室登校
の子どもの学習・生活支援など）
■応募資格　平成27年４月１日現
在、18歳以上の健康な人で、自家
用車で通勤できる人　※募集職種
の❶は、教員免許が必要です。
■雇用期間　４月１日㈬から28年
３月31日㈭まで
■応募方法　市教育委員会事務局
学校教育課と西根・安代両総合支
所地域振興課に備え付けの応募用
紙と履歴書に必要事項を記入し、
学校教育課に持参または郵送で提
出してください。
■申込期限　２月13日㈮必着
　詳しくは、同委員会事務局学校
教育課（☎・内線1363）まで。

平和を守る自衛官 
候補生の試験実施

　防衛省では、自衛官候補生を募
集しています。
■受験資格　18歳以上27歳未満
■応募期限　１月26日㈪
■試験日　１月31日㈯
■試験会場　岩手駐屯地（滝沢市
後268-433）
　詳しくは、自衛隊岩手地方協力
本部盛岡募集案内所（☎019-641-
5191）まで。

税理士による還付 
申告書相談を実施

　東北税理士会盛岡支部では、税
理士による還付申告書相談会を開
催します。相談は無料です。
■日時　１月31日㈯、２月１日㈰
午前10時から午後４時まで　※受
け付けは午後３時まで
■対象　年金受給者および給与所
得者で、医療費などの還付希望者
■場所　イオンモール盛岡２階
■持ち物　印鑑、給与・年金の源
泉徴収票、生命保険などの控除証
明書、筆記用具、電卓、本人名義
の通帳、扶養家族の名前・生年月
日・収入の分かるものなど
　詳しくは、県税理士会館（☎
019-622-5160）まで。

八幡平消防署に来て 
防災について学ぼう

　毎年、１月15日から21日までは、
「防災とボランティア週間」です。
八幡平消防署では、防災に関する
講話や講習会を行います。また、
消防署内では防災用品の見学もで
きます。ぜひ、お越しください。
　詳しくは、同署（☎76-2119）まで。

迷惑電話チェッカーの 
利用モニターになろう

　岩手県警察では、迷惑電話チェッ
カーのモニターを募集しています。
利用は無料、先着100人です。
■モニター期間　設置日から平成
29年１月31日㈫まで　※約２年間
■対象者　次の項目全てに該当す
る人▷県内在住▷自宅の固定電話
に番号表示サービス（ナンバーディ
スプレイなど）を利用している人▷
モニター期間中にアンケートに協
力できる人
　詳しくは、同警察本部生活安全
企画課（☎019-653-0110）まで。
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。

　同組合は、復興庁主催の『「新
しい東北」復興ビジネスコンテ
スト2014』で、「馬産地いわての
復活と馬由来資源で都市と地域
をウマく繋

つな
ぐプロジェクト」で

優秀賞を受賞。コンテストの応
募総数は133件で、優秀賞６件
のうち、県内陸部では唯一の受
賞。組合員は７人。本拠地は、
八幡平南温泉「旭日之湯」の隣

●21

「新しい東北」復興ビジネスコンテスト優秀賞を受賞
企業組合八幡平地熱活用プロジェクト

企業組合員の皆さん。左から船
ふ な は し

橋慶
よ し の ぶ

延理事長、船橋友
ゆ き え

紀恵さん、菊地俊
と し ひ ろ

大さん、
古舘冬

ふ ゆ な

菜さん、小梶淳
じ ゅ ん こ

子さん（他に甲
か い
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いさむ

副理事長、西
に し が み

上一
ひ と し

史さんの計７人で構成）
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。
こ
と
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報
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く
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願
い
し
ま
す
。

▽
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本
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年
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字
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え
る
年
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ば
い
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で
す
ね
。　　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
）

今月の表紙 やっぱりスキーは楽しい！

　田山スキー場のスキー場開きが、12月20
日に行われました。
　スキー場開きには、田村正彦市長や田山
スポーツ少年団員、関係者ら約50人が出
席。今季の利用者の無事を祈った後、テー
プカットを行い、営業を開始しました。式
典が終了すると、子どもたちは早速ゲレン
デへ飛び出し、雪の感触を確かめながら、
笑顔で滑りを楽しみました。

テープカットをする
関係者ら


